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資料１ 展開例

学 習 活 動 支 援 ・ 及 び 留 意 点過程 時間

1.電車の乗り方を学ぶ

①切符を買うために 自動券売機の模型に並ぶ ・競争しないように、劇化して児童の普段競争している姿を見せ、望、 。
● ましい姿を考えさせる。 ●

②自動券売機で切符を買う。 ● ・毎時間、児童によって金額を変えることで、必要な硬貨、おつりを
考えさせる。 ●

・切符、硬貨は本物を使用する。 ●

③改札を通り、列に並んでスクリーンを見る。 ・スクリーンには、ホームに入ってくる電車の映像・電車に乗る人の
●★ 映像が流れ、より実際に近い感覚をもてるようにする。★

④映像の中で最後に乗車する人の背中を見なが ・ぬいぐるみの先客を乗せておき、時間によって、満員で座れない空
追 ら、電車に見立てた休憩ルームに入る。 席がいくつかあるなど、現実で起こりうる状況を作っておく。

15 ●★ ●
⑤座席に見立てたソファに、競争せずに空いて ・普段競争したり、座れずに騒ぐ児童の姿を劇化して見せることで、

いる場所に座る。座れなかった場合も騒がな 望ましい姿を考えさせる。 ●
、 。いで 静かにつり革に見立てた輪につかまる

●
⑥動画で電車の中の様子の映像を見ながら乗車 ・より、実際に近い感覚をもてるようにする。

求 している気持ちになる。 ●★ ・繰り返しの中で、飽きないように、両毛線、地下鉄、江ノ電など映
像を変える。 ★

⑦途中下車するお客がいた場合には、競争せず ・競争せず、空いた席に近い人が座ることを理解させる。座れなくて
に近い人が空いた場所に座る。 ● も騒がずに気持ちを切り替えられたときには多いに称賛する。

●
、 。⑧電車が到着する映像を見た後 電車をおりる

す ●★

⑨改札を通って、自分の机をセッティングし、 ・自分から準備や行動ができている面を称賛する。
町の探検の準備をする。 ●

２．テーマの場所を探検する。

①今日の探検の場所を確認する。 ・金色に輝く「魔法の絵本」のポケットから当番の児
る 童が探検する場所のカードを引くことで、楽しみや

写真８期待感をもたせる。

②今日の探検の場所の町の中の位置を確認する ・今まで学習した場所を絵地図にして貼ってあるホワ。
イトボードに、テーマの場所のカードを貼らせる。

③テーマの場所を探検する。 ・教室にある時計と同じ実物大の時計の長針を回して
写真９(1) 時計を合わせる 時間が変わるごとに合わせる。

45 (2) 見付けたこと、発見したことを言葉や文 ･ テーマの場所だけを切り取り拡大して、時間ごとに綴ったミニ絵本
にする。 に書き込んでいく （左ページが絵、右ページにマス目）。

＊午前２時～午後12時まで、２時間おきの11 ・見付けにくいときや、共通理解しておきたいときは拡大し、投影さ
場面を見る。 れた画像も見ながら、その時間、その場所の生活の様子を言葉や文

にして味わわせる。 ★
・つかみづらい人間関係については、あらかじめ説明しておく。

・見付けて書こうとすることを称賛し、助詞の使い方や正しい表記の
仕方について、様子を見ながら修正の言葉がけをしていく。

。３．テーマの場所や仕事に関する動画を見て、 ・想像を広げより現実に近いものとして感じられるための助けとする
身近な社会に関心をもつ

①今日のテーマに出てきた仕事についての動画 ・インターネット（ジョブジョブワールド）の仕事についての説明の
を見る。 ★ 動画「何かな」を見る。 ★

・内容を１度でつかみにくい場合は、メモをとりながら、もう一度見
深 せる。

②今日のテーマに関連した 身近な動画を見る ・身近な場所や、知っている担任が写っている動画を見せることで、、 。
★ 絵本の世界と、現実の世界の結びつきを感じさせる、興味をもって

め 20 周りを眺められる姿勢を養う。 ★

③動画と絵本で共通な絵や画像があったら照ら ・拡大した画像や、一時停止した映像などで、共通理解を図る。
し合わせて考える。 ★ ★

る
④今日のテーマであった仕事の内容ついて考え ・児童は実際に見た映像だけを伝えることが多いので、ポイントをま

る。 とめて教える。
・得たお金で生活していることを伝え続ける。

⑤ 見学の場所につながるものは、聞いてみたい ・思いつかない場合にはこちらから投げかけ考えさせて、聞きたいと
ことや知りたいことを考える。 いう気持ちをもたせる。

10 18．自分で作ったミニ絵本の一日のストーリー ・活動を振り返りながら、一日の流れを味わわせる。振 り

を読む。返り

●模擬体験 ★映像の利用

電車に乗って、ありそ町の探検に行こう
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資料２ 映像の利用

①電車に乗る活動に関しての動画の内容

場 面 インターネット 身近な場所で撮影した動画 豆腐や 豆腐やの仕事

切符を買う 前橋駅自動券売機での買い方 駅 駅員の仕事 前橋駅・駒形駅の様子

駅・改札 前橋駅 駅構内係の仕事

電車の乗り方 Ｇ－ＴＡＫ レストラン レストランの仕事 レストラン「メルカート」厨房

電車の中の様子 Ｇ－ＴＡＫ 両毛線・江ノ電・地下鉄 中華料理店の仕事 の様子（皿洗い・ピザ生地作り

・調理 ・インタビュー）

②テーマの場所や仕事に関しての動画の内容 そば・新聞店 そば屋の仕事

場 面 インターネット 身近な場所で撮影した動画 新聞店の仕事

寿司・やきと 寿司やの仕事 伊勢崎市、絵本に似ていたやき(ｼﾞｮﾌﾞｼﾞｮﾌﾞﾜｰﾙﾄﾞ)

やおや やおやの仕事 中央通り商店街「八百駒」 り・ラーメン とりやの店構え

担任が買い物をする 病院 小児科医の仕事

さかなや 那珂湊の市場 歯科医の仕事

担任が買い物をする 看護士の仕事

魚市場 ザ・築地市場 那珂湊市場 マンションに

幼稚園 保育士の仕事 住む隣同士

交番 警察官の仕事 旅館 旅館の仕事

パンや パンやの仕事 パンや「くるみの森」パン作り 商店街全体 担任が中央通り商店街を歩いて

、 、 、 、の様子・インタビュー いる姿 やおや 交番 そばや

児童保護者が買い物をする姿 レストラン、しんぶんや、マン

ション、さかなや

資料３ 数における取組
数

・10の補数が分かるね
・100円を10円硬貨10枚に置き換えて、10の補数を利用したおつりの考え方ができる。ら

い

①10の補数を表すいろいろな表現に慣れさせる。 ・○と○で10 ・10は○と○ ・10－○＝○
②10の補数を左、10の補数を利用した100の合成分解を右に書いたプリントを使用し、

左右見比べながら関連に気づかせる。方
・○と○で100
・100は○と○（10円硬貨の枚数）
・100－○＝○
・10円硬貨10枚や、10玉ビーズを利用させる

③楽しみながら繰り返しの練習ができるようにさせる。
・合わせて10（インターネット学習）針
・合わせて10カルタゲーム （トランプの神経衰弱）

写真10 10玉ビーズ

教 科 の 学 習 生 活 単 元（絵 本） 体 験 学 習

9/4～10/2 9/26～12/6
①10の補数のプリント ・自動券売機の学習で、100円を使った ・買い物をした時に、100円を持って取
②10の補数を利用した100円のおつりの考え方 ときのおつりを考えられる。 いて買える物、100円を払ったとき
10/17～11/29 のおつりを考えることができる。組
③繰り返し学習（インターネット・ゲーム）

・10以内の大小は大体分かる。指
・10の補数は、集中的に取り組んでいた1年前は何も見ずに答えられるようになっていたが、期間が空いて、再び始めた導

９月の時点で全く忘れてしまっていた。Ａ 前
の
変

・予想より早く、９月の終わりには、10の補数も100円を持っていると買える物、100円を出してのおつりも暗算で分かる容 Ａ
ようになった。と の

・10/20からは、試しにやってみた10の補数を利用した繰り下がりの引き算ができるようになった。昨年度から何度か取考 取
り組んでいたが、難しいのか、泣き出すことが多く取り組みをやめていた。今回はパニックを起こすこともなく、落ち察 組
着いて取り組めるようになった。(10/20～）数の大小から、繰り下がりか繰り下がりなしかも見分けるようになってきの
た （1/29～）様 。

・予定外であった繰り下がりの引き算までできるようになったことは、教科の学習、生活単元学習、体験学習を組み合わ子
せたことで、教科の学習内容も高めることができたと考える。
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資料４ 時間における取組
時 間

①時計の針を動かすことを通して時間の流れ、一日の流れや時間の感覚を身に付ける。ね
②生活の中で時計が読める （何時・何時半・５分おきの読み方）ら 。
③自分の生活の中で時間や時計を意識できるようになる。い

・時間の流れを理解させるために、教室の時計と同じ実物大の時計の長針を動かし、長針が一回
りすると短針が一目盛り動き、時間が変化していくことを実感させる。方

・インターネット上にある、時刻に合わせて太陽や月が動き、周囲の明るさが変わる教材を使っ
て、朝、昼、夕方、午前、午後を一日の流れとして意識させる。(kANZAｿﾌﾄ）

・絵本を使っての学習で、探検する場所は変わっても毎時間絵本の時刻に合わせて時計の針を動
、 、 。針 かし 生活の様子を見つめることを繰り返して 一日の流れや時間の感覚を身に付けさせていく

写真11 右下の太陽や月が
時刻に合わせて動く

教 科 の 学 習 生 活 単 元（絵 本） 体 験 学 習

9/4～9/26 9/20～12/6 11月取
・プリントで時刻を読む。 ・時刻に合わせて、実物大 ・毎日の生活の節目で、時刻を読む。
・インターネット学習で針を見て、時刻を の時計の長針を動かしな ・自分の生活の中で、時刻と一日の流れを感じる。

読む。時刻に合わせて針を合わせる。 がら、人々の一日の様子 12/6～12/15
・一日の流れと時刻の関係が分かる。 を見ることを、テーマの ・ ぼく・わたしのいちにち」の絵本作りで、自分の組 「

午前、午後、何時、何時半、生活の節目 場所ごとに繰り返す。 生活を時間とともに振り返る。
での何時何分 （ぼく、わたしの一日絵本を作って発表し合おう）

・４月の頃には、１時間目終了のチャイムがなる度に 「休み時間だよ。ブランコとられちゃうよ 」と騒いだり、3時か、 。
らのテレビが見たくて、朝から「もう３時になっちゃう。間に合わないよ 」と泣きながら大騒ぎをして帰ろうしたり指 。
することがあった。導

「 」 、 。前 ・プリントで 何時 と読むことはできていても 生活の中では時刻を読むことも時間の感覚も身に付いてはいなかった
９月の初めの教科の学習では時刻は読めていても、針を合わせると長針と短針が逆になってしまっていた。

・9/13には、朝何時に起きたかを尋ねると 「分からない。自分に聞いて 」と答えていた。Ａ 、 。
の
変

・絵本を使っての学習で、絵本の時刻に合わせて２時間おきに時計の針を合わせることを毎回繰り返していくうちに、４容
回目の10/2には、針は正確に合わせられるようになった。そして生活の中で 「何時」の意識が出てきて、読めるようと Ａ 、
になってきた。考 の

、 、 、「 」察 取 ・次第に ２時間おきということが分かってきて 11/14日には８時から10時へ針を動かしながら 午前９時はないん？
と聞くようになった。組

・11月になると生活にかかわった帰りの時間、休み時間などの５分刻みの時刻が読めるようになり 「長い針が11の所、の 、
55分 」と言いながら、あわてずに教室でその時間まで待ってから外へ出ていけるようになった。様 。

「 、 」 、「 、 。」「 。」 。子 ・ ぼく わたしのいちにち の絵本作りの時に 俺は ○時に起きる ○時にご飯食べる と言えるようになった
・日常の行動の中に時刻の意識が少しずつ芽生えてきたと考えられる。

資料５ マナーにおける取組
マ ナ ー

①人に迷惑をかけない。いやな思いをさせない。ね
②自分の思いどおりにならないときに気持ちを切り替えられるようになる。ら
③実際に電車やバスに乗ったり、校外へ出かけたりしたときにマナーを守って行動できる。い

・起こりうる競争の場面や、思いどおりにならなくて騒ぎだしそうになる場面を意図的に作り、気持ちの切り替え方を学ば方
せる。

・実際に競争したり、騒いだりしている児童の姿を教師が寸劇にして見せることで、望ましい姿を考えさせる。
・実際の状況に近い場面を体験させるために、模型や映像を利用したり、場面の設定を工夫したりする。針

教 科 の 学 習 生 活 単 元（ 絵 本 ） 体 験 学 習

9/20～12/6 11/7・11/10・11/22取
・場面に応じて、望 ・切符を買う、電車に乗る場面で、意図 ・遠足に出かけるための、駅や電車、商店街に出かけるため

、 。ましい行動を伝え 的に競争や葛藤が起こる場面を作り、 のバスやお店の中で ルールやマナーが守れるようにする
できたときには称 我慢や気持ちの切り替えをしながら、 （遠足のお菓子を買いに行こう・電車に乗って遠足へ行こう組
賛する。 望ましい行動がとれるようにする。 バスに乗って商店街の探検に行こう）

・楽しみにしている目的があるときには、ある程度守ることができるが、目的を達成した直後から、どこまで許されるか指
試して、わざと人が不快になるようなことをしたり、威張ったりする。導

・相手の反応がおもしろくて、つい、やってしまい謝るが、また同じ繰り返しをしてしまう。前
・行事の時には、比較的、確認をとりながら望ましい行動をとることができる。

Ａ
・Ａは競争する気持ちはなくなったわけではないが、あからさまにその気持ちを出すことは以前より少なくなっている。の
・電車の学習の準備の時には全員が座れなければ納得がいくのか、ぬいぐるみを使って先客が満員で座れない状態にする変

ことが多かった。容 Ａ
・遠足の前日には、座りたい願望からか「明日、電車満員じゃないよ 」と言っていた。当日には途中で空いた席を真っと の 。

先に見付けて、自分から座り、静かにしていられた。考 取
・絵本を使った電車の学習ではどの活動も落ち着いて、マナーを守れていた。察 組

、 、 、 、の ・普段 教室の中ではまだ人に迷惑をかけたり いやな思いをさせてしまったりすることがあるが 校外学習に関しては
事前に学習するとそれを守れることが多い。様

・今までは、出かけた先でもひとりごとをつぶやいたり、反応を確かめるためにわざと大きな声を出したりすることがあ子
ったが、今回、駅の待合室で声も出さずに静かに座り、自動販売機で買ったジュースを飲みながら静かに待つことがで
きたことは大きな変化だった。

・友達の動きや教師の寸劇を見て、望ましい行動がかなり分かるようになってきている。



似た項目の別目標で取り組み△資料６ 生活単元「電車に乗ってありそ町の探検に行こう」の学習内容と評価（観察・記録） ★は、
ﾏﾅｰ 関心領 域 電車の学習 数 金 銭 言 葉 ・ 文 時 間 見 る

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

学 習 内 容

学 習 活 動

教 国語・算数

電車に乗ろう

テーマの場所を探検しよう

生 動画を見て、仕事について考えよう

活 身近な場所の動画を見よう

単 絵本の世界と似ている所を考えよう

元 一日のストーリーを読もう

絵本をを見て発見したことを発表

ペーパークラフトで店や町を作ろう

お店やさんごっこをしよう

遠足のお菓子をスーパーに買いに行こう体

電車に乗って遠足に行こう

近くのお店の探検に行こう

験 バスに乗って商店街の探検に行こう

ぼくわたしの一日の絵本を作って発表

評 価
○◎ △◎ ×○ ×◎ ×◎ △◎ ×◎ ×◎ ×○ ×◎ ×○ ×○ ×○ ×○ △◎ △◎ ×× △△ △△ △△ ×× ×△ ×△ ×◎ ×○ ×△ △◎ ×◎ △◎ ×○ ×△ △◎ △ △ ○ △氏 学習前・学習後A / / / /
◎◎ ○◎ ×◎ ×◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ △◎ ○◎ △◎ △◎ △◎ ○◎ ○◎ ○◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ◎◎ 〇〇 〇〇 ◎◎ ◎◎ ○◎ ○◎ ○◎ ○◎ ×○ ×× ○◎ ○ ○ ◎ △E / / / /◎ 自力でできる

△○ △○ ×○ ×○ ×△ △◎ ×△ ×◎ ×△ ×◎ ×△ ×× ×△ ×× ○◎ △○ ×△ ×× ×× ×× ×× △○ △○ ×◎ ×△ ×× ○◎ ×△ ○◎ ×△ ×× ○◎ ◎ ◎ ◎ ◎C / / / /○ 大体自力でできる

×○ ×○ ×◎ ×◎ ×◎ △◎ ×◎ ×◎ ×◎ ×◎ ×◎ ×◎ ×◎ ×◎ ○◎ ○◎ ○◎ △△ △△ △△ △△ △○ △○ ◎◎ ◎◎ ◎◎ ○◎ ○◎ ○◎ △○ ×△ △○ △ △ ◎ ○名 △ 支援を受けてできるD / / / /
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並
び
方
や
順
序
が
守
れ
る

電
車
の
待
ち
方
や
乗
り
方
降
り
方
が
分
か
り
、
守
れ
る

行
く
先
の
切
符
の
値
段
が
分
か
る

自
動
券
売
機
の
使
い
方
が
分
か
る

十
の
補
数
が
分
か
る

百
円
で
買
え
る
金
額
が
分
か
る

百
円
で
買
え
る
金
額
と
お
つ
り
が
分
か
る

五
十
円
で
買
え
る
金
額
が
分
か
る

五
十
円
で
買
え
る
金
額
と
お
つ
り
が
分
か
る

百
五
十
円
で
買
え
る
金
額
が
分
か
る

百
五
十
円
で
買
え
る
金
額
と
お
つ
り
が
分
か
る

金
額
に
よ
っ
て
百
円
と
五
十
円
の
硬
貨
を
使
い
分
け
ら
れ
る

自
動
券
売
機
や
自
動
販
売
機
で
必
要
な
硬
貨
を
使
え
る

百
五
十
円
以
内
の
品
物
を
選
び
必
要
な
硬
貨
を
使
え
る

見
つ
け
た
こ
と
、
発
見
し
た
こ
と
を
言
葉
で
表
せ
る

見
つ
け
た
こ
と
発
見
し
た
こ
と
を
文
で
表
せ
る

見
つ
け
た
こ
と
発
見
し
た
こ
と
に
想
像
を
加
え
て
表
せ
る

助
詞
の
「
は
」
を
正
し
く
使
い
、
表
せ
る

助
詞
の
「
を
」
を
正
し
く
使
い
、
表
せ
る

助
詞
の
「
が
」
を
正
し
く
使
い
、
表
せ
る

助
詞
を
使
っ
て
伝
え
た
い
こ
と
を
正
し
く
文
に
表
せ
る

メ
モ
を
し
な
が
ら
、
動
画
で
見
た
こ
と
を
表
せ
る

仕
事
に
つ
い
て
動
画
で
見
た
こ
と
を
自
分
な
り
に
表
せ
る

時
刻
が
読
め
る
（
何
時
）

時
刻
が
読
め
る
（
何
時
半
）

時
刻
が
読
め
る
（
何
時
何
分
）

朝
・
昼
・
晩
の
感
覚
が
分
か
る

午
前
・
午
後
が
分
か
る

一
日
の
時
の
流
れ
が
分
か
る

生
活
の
中
で
時
計
を
意
識
で
き
る

常
に
時
刻
の
認
識
を
し
て
生
活
し
て
い
る

公
共
の
場
で
望
ま
し
い
姿
が
わ
か
り
守
れ
る

絵
本
の
世
界
と
動
画
の
似
て
い
る
点
を
見
付
け
ら
れ
る

絵
本
の
世
界
と
身
近
な
社
会
の
似
て
い
る
点
を
見
付
け
ら
れ
る

絵
本
を
見
て
絵
本
の
世
界
を
味
わ
え
る

絵
本
や
動
画
を
見
て
身
近
な
社
会
に
興
味
を
も
て
る
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